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　10月まで放映されていた､ＮＨＫ連続テレビ小説｢天うらら｣の人

形教室の授業等で使われた布張り人形は、幸町３丁目に住む川本哲

子さんが制作したものです。

　川本さんは、布張り人形の魅力に取りつかれ、東京都の与勇輝さ

んの教室に通い習得し、趣味として人形作りを始めました。これま

で、東京や宇都宮市などで個展を開催しています。

　人形は、大きさ25cm～60cmとさまざまで、子供や女性を題材に

した作品が多く、１体制作するのに１か月かかるそうです。
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介護サービスを利用するには

どうしたらいいのだろう？

保険料を支払った人は、介護が必要になったときに、だれで

も介護サービスが受けられます。介護保険にはどんなサービ

スがあって、どうすれば利用できるのか。サービスを利用す

るための具体的な流れを見てみましょう。

２

要

○
介
護
が
必
要
か
ど
う
か
を
み
て
も
ら
う
た
め
に
、

本
人
や
家
族
な
ど
が
次
の
窓
口
に
申
請
し
ま
す
。

　
・
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
の
福
祉
担
当
窓
口

　
・
申
請
を
代
行
す
る
窓
口

　
「
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

　
　
ン
な
ど
、

　
　
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
が
い

　
　
る
事
務
所
な
ら
ば
ど
こ
で
も
大
丈
夫
で
す
。
一

介 護 認 定 つ て な

ま
ず
、
要
介
護
認
定
の

申
請
を
し
ま
す

ん で

介護保険のサービスを利用するには､|介護が必要である」と認められな＜

てはならない。この判定を要介護認定という。

要介護認定は､面接調査の結果と主治医の意見書をもとに､5～6名の専門職

による介語語定番食台で行われる。ここで、よず介護保険の対象となるか

どうかの審査かおり、その対象者がどのくらいの介護を必要としているか

という要介護度の判定がされる。要介護度（6段階）ごとに、介護保険で

利用できる金額が決まる。

■要介護度と1ヶ月当たりの支給限度額の目安

要支援　（虚弱のケース）/6万円

要介護度1（軽度のケース）/14万円～16万円

要介護度2（中度のケース）/17万円～19万円

贅介震度3（重度のケース）μ1万円～27万円

要介護度4（最重度のケーズ）μ3万円

要介震度5（過酷のケース）μ3万円～29万円

介護を必要とする人の身体状況には変化がともなう｡要介護認定は､そのと

きどきの正確な状況を把握するために､原則6ヶ月ごとに再調査が行われる。

また、状態が変わるなどの必要に応じて、両申請（変更申請）ができる。

◆
た
と
え
ば
、
壬
生
さ
ん
の
話

お
じ
い
さ
ん
（
8
0
成
）
と
私
（
7
5
歳
）
の
老
夫
婦
二

人
暮
ら
し
。
と
こ
ろ
が
、
お
じ
い
さ
ん
が
脳
卒
中
で

倒
れ
て
、
病
院
に
入
院
。
３
ヶ
月
の
入
院
後
、
退
院

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
に
は
マ
ヒ
が
残
り
、
ト
イ
レ
や
入
浴
、

着
替
え
な
ど
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
全
面
的
な
介

護
が
必
要
で
す
。
食
事
を
す
る
の
に
も
介
助
か
必
要

で
す
。

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。

ゝｔ

介
護
が
必
要
に
な
り
、

困
っ
て
い
ま
す

　　・
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Ｉ寝たきりや痴呆な､ど介護が必要になったら､介護サービスが受けられます
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65歳以上の人
40歳～64歳の医療保険に加入して

いる人
雷 ﾌ 兼
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●寝たきり・痴呆などで入浴、排せつ、

　食事などの日常の生活動作について

　常に介護が必要な人

●家事や身じたく等の日常生活に支援が

　必要な人

初老期痴呆､脳血管障害など､老化に

ともなう病気によって介護等が必要と

なった人



介護保険についてのお問

い合わせは…
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介護支援専門員

(ケアマネジヤー)って
どんなことをする人
介護を必要としている人にあった総合的な介護サービ

スの禾』用i十画づくりを担当。利用者や家族の希望を聞

きながら、適切なサーピスヘつなげるという役割を、

本人に代わって行う。

介護保険のサービスに限定されることな＜、ボランテ

ィアや保険対象外のさまざまなサービスを組み合わせ

て、禾」用者の自立を支援する。

介護支援専門曇は保健・医療・福祉の各分野で5年以

上の実務経験があり、筆記試験に合格後、実務研修を

修了した人。

介護施設・訪販看護ステーション・デイサービスセン

ター・在宅介護支援センターなどにいる。

また、「指定居宅介護支援事業者」（ケアプラン作成機

関）と特別養護老人ホームや老人保健施設などの「介

護保険施設」には、介護支援専門員が必ずいる。

参

○
町
の
職
員
あ
る
い
は
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
介
護
支
援
専
門

員
が
、
家
庭
訪
問
調
査
に
き
ま
す
。

　
食
事
や
入
浴
な
ど
の
日
常
の
生
活
の
様
子
を
面
接
調
査
し
ま

す
。

○
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
、
心
身
の
傷
害
の
原
因
に
な
っ
て
い

る
疾
病
や
負
傷
に
か
ん
す
る
意
見
、
医
学
的
な
管
理
の
必
要
性

な
ど
を
書
い
て
も
ら
い
ま
す
。

　
　
（
ど
の
医
者
に
頼
ん
で
い
い
か
わ
か
ら
な
い
陽
介
は
、
町
の

福
祉
担
当
課
に
相
談
。
診
断
を
受
け
る
医
師
を
教
え
て
く
れ
る
）

○
面
接
調
査
の
結
果
と
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
意
見
書
が
、
介

護
認
定
審
査
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

介
護
が
必
要
か
ど
う
か
、
ど
れ
く
ら
い

必
要
な
の
か
を
調
べ
に
き
ま
す○

申
請
の
日
か
ら
3
0
日
以
内
に
、
町
か
ら
要
介
護
認
定
の
結
果

が
文
書
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受
け
た
場
合
は
本
人
や
家
族
で

相
談
し
て
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
あ
る
い
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
選
び

ま
す
。

　
た
だ
し
、
要
支
援
（
虚
弱
の
ケ
ー
ス
）
の
認
定
を
受
け
た
場

合
は
、
在
宅
サ
し
ビ
ス
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

◆
た
と
え
ば
壬
生
さ
ん
に
は
、
要
介
護
度
４
の
認
定
の
運
絡
が

き
ま
し
た
。

認
定
の
結
果
が
き
ま
す

雪

●

　●

　・

参

　　　　　　　　　　魯

　　　　　　　　　春

　　　　　　　　　・

　　　　　　　　・

介護認定審査会

は何を審査する

介護認定審査会というのは｡保健・医療・福祉な

ど5～6名の専門職で構成され、介護の審査判定を

合議で行うところ。

ここで次の2つのことが決められる。

　ぐ|〕この人は介護保険の対象になる人かどうか

　ぐ2?そして、どのくらいの介譜が必要か

３
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自
治
功
労
者
表
形
式
が
Ｈ
月
２
日

役
場
正
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
教
育
、
文
化
、
産
業
、
福

祉
な
ど
各
分
野
に
お
い
て
、
多
大
な
功

績
の
あ
っ
た
方
を
は
じ
め
、
他
の
模
範

と
な
る
行
為
を
さ
れ
た
方
な
ど
、
町
政

の
振
興
、
文
化
の
向
上
、
福
祉
の
増
進

等
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
讃

え
、
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
特
別
功
労
賞
１
名
、
功
労

賞
2
6
名
、
徳
行
賞
５
名
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
、
清
水
町
長
か
ら
表
形
状
と
記
章

及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
方
々

特
別
功
労
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
　
勝
美

本
丸
２
丁
目
2
2
番
2
6
号

功
　
労
　
賞

○
８
年
以
上
町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ

た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
壽
夫

至
宝
１
丁
目
４
番
2
7
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
野
幸
作

藤
＃
１
９
２
６
番
地
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
根
　
定
代

通
町
５
番
？
万

○
1
2
年
以
上
教
育
委
員
会
委
員
の
職
に

あ
っ
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
見
　
　
武

（
敬
称
略
）
　
　
　
中
央
町
６
番
４
０
号

上
　
段
　
　
　
中
　
段
　
　
　
下
　
段

杉
田
昌
道

熊
倉
好
子

黒
子
良
子

戸
崎
　
武

鈴
木
　
孝

石
井
誠
一

佐
藤
正
二

橋
本
良
計

森
田
益
夫

円
　
内

荒
川
珪
石

鈴
水
玉
浩

人
見
イ
ハ

生
尾
ヒ
ロ
子

柴
　
珠
枝

小
須
田
の
り
子

犬
坦
．
君
江

林
　
博
昭

荒
川
　
明

佐
藤
　
弘

渥
田
卜
勝

所
坂
　
清

茂
本
　
隆

高
久
尚
子

人
見
　
武

小
谷
野
幸
作

太
田
金
吾

清
水
町
長

椙
島
勝
美

石
僑
壽
夫

烏
綴
定
代

伏
本
昌
ニ

山
科
　
賊
（
代
理
富
山
氏
）

戸
崎
守
朗

一

○
2
0
年
以
上
消
防
団
員
の
職
に
あ
っ
た

者　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
誠
一

下
稲
葉
２
０
５
６
番
地
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
田
　
上
勝

藤
＃
２
４
４
８
番
地

○
2
0
年
以
上
国
民
年
金
協
力
委
員
の
職

に
あ
っ
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
佳
子

緑
町
―
丁
目
７
番
４
号

○
通
算
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
委
員
・

Ｏ
通
算
に
よ
り
、
福
祉
委
員
・
消
防
団
　
　
壬
生
甲
３
１
７
０
番
地
５

員
・
保
護
司
の
職
に
あ
っ
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
弘

下
稲
葉
２
０
９
９
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
孝

宇
都
宮
市
東
浦
町
2
1
番
2
2
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
崎
　
武

○
通
算
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
・
体
育
　
　
至
宝
１
丁
目
４
香
2
1
号

指
導
委
員
の
職
に
あ
っ
た
者鈴

木
　
正
浩

安
塚
１
０
８
７
番
地

○
通
算
に
よ
り
、
福
祉
委
目
万
交
通
指
　
　
安
塚
２
０
５
８
番
地
９

導
員
・
町
職
員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
　
　
　
　
　
　
戸
崎
守
朗

壬
生
甲
３
２
３
８
番
地
８

　
　
　
　
　
　
　
生
尾
ヒ
ロ
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
見
　
イ
ハ
　
　
　
表
町
2
2
蚕
６
号

本
丸
２
丁
目
1
4
蚕
3
2
号

Ｏ
通
算
に
よ
り
、
福
祉
委
員
・
消
防
団
　
　
安
塚
８
７
６
番
地
２

員
の
職
に
あ
っ
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甫
坂
　
　
清

壬
生
甲
２
３
０
０
番
地
１

Ｏ
2
0
年
以
上
町
職
員
と
し
て
勤
務
し
、

成
績
優
れ
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
年
齢
5
0
成
以
上
の
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
垣
　
君
江

壬
生
甲
６
０
４
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
倉
　
好
子

上
稲
葉
１
０
５
３
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
子
　
良
子

北
小
林
１
０
７
０
番
地
５

　
　
　
　
　
　
　
　
小
須
田
の
り
子

い
ず
み
町
６
番
１
５
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
二

消
防
団
員
・
統
計
調
査
員
の
職
に
あ
っ
　
　
　
至
宝
１
丁
目
Ｈ
香
盤
ゲ

だ
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
　
明
　
　
　
元
町
Ｈ
香
2
2
号

上
稲
葉
２
４
２
番
地

-

柴
　
　
珠
枝

杉
田
　
日
四
道

橋
本
　
良
計

林
　
　
博
昭

森
田
　
益
夫

至
宝
３
丁
目
８
善
2
3
号

徳
　
行
　
賞

○
町
に
１
件
１
０
０
万
円
以
上
の
金
品

を
寄
付
し
た
者
。
た
だ
し
受
益
者
の
当

該
受
益
に
関
す
る
寄
付
を
除
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
金
苔

生
尽
都
北
区
滝
野
川
６
丁
目
8
0
善
４
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
久
　
尚
子

東
京
都
杉
並
区
和
田
１
丁
目
５
１
善
1
5
号

伏
木
　
昌
二
（
栃
木
信
用
金
庫
理
事
長
）

栃
木
市
万
町
９
善
2
8
号

山
科
　
　
誠
（
社
日
本
玩
具
協
会
会
長
）

東
京
都
墨
田
区
東
駒
形
４
‐
2
2
‐
４

茂
木
　
　
隆
（
賄
ハ
ン
ダ
イ
代
表
取
締

役
社
長
）

東
京
都
台
東
区
駒
形
２
’
［
？
４

４



人気の健康チェックコーナー

健
康
ふ
く
し
ま
つ
リ

　
　
受
賞
者

健
康
・
福
祉
標
語
入
貧
者

結
腸
懇

小
学
校
の
部
（
６
年
生

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
散
歩
道

　
　
　
あ
な
た
の
健
康

　
　
　
　
壬
生
小

・
優
秀
賞

　
　
　
　
壬
生
来
小

　
　
　
　
稲
葉
小

中
学
校
の
部
（
１
年
告

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
少
し
ず
つ

つ
く
る
道
」

　
中
里
友
紀

古
川
佳
織

高
村
徳
一

　
　
　
毎
日
運
動
　
健
康
体
」

　
　
　
　
壬
生
中
　
　
　
　
本
開
拓
児

・
優
秀
賞

　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
　
鈴
水
母
央
奈

　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
　
　
本
村
太
一

一
般
の
部

◆
優
秀
賞

　
　
「
食
卓
に

　
　
　
一
品
備
え
よ
う
　
家
族
の
会
話
」

　
　
　
　
　
下
表
町
　
　
鹿
ノ
戸
順
子

㈲
⑤
双
）

小
学
校
の
部
（
６
年
告

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
あ
た
た
か
い

　
　
優
し
い
気
持
ち
で

　
　
　
　
睦
　
小

　
・
優
秀
賞

　
　
　
　
壬
生
東
小

　
　
　
　
安
塚
小

中
学
校
の
部
（
１
年
牛

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
大
切
な
の
は

心
の
福
祉
」

　
毛
塚
政
江

星
川
雄
花

渡
辺
　
希

　
　
　
　
一
人
一
人
の
思
い
や
り
」

　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
　
　
粂
川
犬
介

・
優
秀
賞

　
　
　
　
壬
生
中
　
　
　
　
吉
田
　
友

　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
　
　
鈴
木
康
裕

一
般
の
部

◆
最
優
秀
賞

　
　
「
さ
し
だ
す
手

　
　
心
を
添
え
て
　
福
祉
の
ま
ち
に
」

　
　
　
　
台
　
宿

・
優
秀
賞

荒
川
　
博
　
　
（
以
上
、
社
会
福
祉
法
人
し
も
つ
け
荏

　
　
　
　
　
　
○
感
謝
状
贈
呈

　
　
　
　
稲
葉
下
馬
木
　
　
梁
島
久
子

保
健
事
業
・
福
祉
功
労
者
表
彰

詰
量
圈
闇
闇
）

○
予
防
接
種
部
門

　
高
田
克
己
　
　
（
医
師
・
安
塚
⊃

○
健
診
部
門

　
島
田
博
史
　
（
歯
科
医
師
・
安
塚
⊃

○
保
健
組
織
活
動
部
門

　
田
中
ミ
ヨ
　
　
（
城
　
南
）

○
母
子
保
健
衛
生
部
門

　
太
田
住
枝
　
（
理
容
師
・
あ
け
ぼ
の
）

○
廃
棄
物
部
門

　
県
営
壬
生
住
宅
自
治
会

俳
言
腸
⑤

○
福
祉
団
体

　
緑
町
ひ
ふ
み
会

○
援
護
功
労
者

　
橋
田
智
恵
　
　
（
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
・
若
草
）
　
　
小
西
三
喜
　
　
（
朗
読

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
い
ず
み
）
　
　
早
乙

　
女
シ
ズ
（
合
宿
）

　
山
野
井
恵
美
子
　
　
　
（
束
下
意

　
川
村
綾
子
　
玉
美
町
南
部
コ

　
毛
塚
富
子
　
　
（
助
谷
懇

○
そ
の
他
（
企
業
）

　
有
限
会
社
キ
ョ
ウ
シ
ン
産
業

○
そ
の
他
（
施
設
職
員
）

　
加
山
優
子
・
加
藤
サ
ト

　
稲
早
早
子
・
根
津
　
照

　
株
式
会
社
ワ
コ
ー
栃
本
工
場

　
有
限
会
社
カ
ン
ノ
エ
業

　
有
限
会
社
村
上
製
作
所

３
歳
児
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

□
最
優
秀
賞

　
古
福
相
香
　
ち
ゃ
ん
（
若
　
草
）

□
優
秀
賞

　
新
村
行
平
　
ち
ゃ
ん
（
六
美
町
北
部
）

□
優
良
賞

　
篠
原
弘
樹
　
ち
ゃ
ん
（
あ
け
ぼ
の
）

　
高
松
瑞
季
　
ち
ゃ
ん
（
駅
　
東
）

　
亀
田
卓
裕
　
ち
ゃ
ん
（
下
表
町
）

国
民
健
康
保
険

健
康
増
進
奨
励
事
業
表
彰

　
大
塚
忠
男
　
　
（
泉
下
台
）

　
斎
藤
初
枝
　
　
晏
塚
南
部
）

　
小
島
忠
雄
　
　
矢
美
町
北
号

町
社
会
福
祉
協
議
会

高
額
寄
付
者
表
彰
（
敬
称
略
）

　
青
木
信
也

　
濁
協
医
科
大
学
病
院
看
護
部

　
株
式
会
社
県
南
環
境

　
栃
木
県
歌
謡
協
会
県
南
支
部

　
伏
木
美
佐
恵

　
壬
生
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
ゆ
う
が
お
会

５



平
成
1
0
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
不
タ
ー
弓
ク
ー
ル

　
明
る
い
選
挙
の
啓
発
運
動
の
一
助
と
す
る
た
め
、

全
国
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
第
5
0
回
明
る

い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
県
内
の
小
・
中
・
高
校
生
か
ら
総
数
２
、
９

０
５
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
第
一
次
審
査
（
市
町

村
単
位
）
を
通
過
し
た
8
3
3
点
が
第
二
次
審
査
（
県
）

に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
7
9
点
に
の
ぼ
る
作
品
の
応
募
が

　
　
　
　
　
　
　
１

⑤
第
二
次
審
査
（
県
）

優
秀
賞

　
板
橋
　
侵

入
　
選

　
鰹
沼
悟
史

　
鰹
沼
孝
彰

　
阿
久
津
昇
治

　
果
烏
有
希
恵

　
神
水
淳
美

　
柏
崎
知
花

　
山
口
端
加

　
幸
村
友
子

佳
　
作

　
豊
田
智
子

　
神
水
締
緒
里

　
野
口
彩
雅

　
熊
倉
弘
実

（
壬
生
小
２
年
）

　
宝
生
小
３
年
）

　
宝
生
小
６
年
）

　
（
藤
井
小
１
示
）

　
稲
葉
小
４
年
）

　
稲
葉
小
５
年
）

　
（
壬
生
中
３
年
）

（
南
犬
飼
中
１
年
）

（
南
犬
飼
中
２
年
）

（
壬
生
束
小
５
年
）

　
（
稲
葉
小
３
年
）

　
（
安
塚
小
４
年
）

　
（
壬
生
中
２
年
）

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
優
秀
作
品
と
し
て
、
第
二
次
審

査
推
薦
作
品
2
0
点
、
下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委
員

会
連
合
会
入
選
作
品
５
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
第
二
次
審
査
の
結
果
、
本
町
で
は
板
橋
　
優
く
ん

（
壬
生
小
学
校
２
年
）
の
作
品
が
優
秀
賞
に
輝
い
た
ほ

か
、
８
点
が
入
選
し
、
佳
作
に
５
点
が
選
ば
れ
、
計

１
４
点
が
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
小
野
真
史
　
　
　
　
（
壬
生
中
３
年
）

○
下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

　
連
合
会
入
選

手
塚
夏
来

青
木
　
希

年
生
小
２
年
）

（
稲
葉
小
６
年
）

一

第二次審査優秀作品

　
大
垣
智
斐
呂

　
安
達
千
尋

　
河
野
辺
逸
子

○
第
一
次
審
査

　
堤
　
奈
々

　
鰹
沼
秀
樹

　
鈴
水
足
奈

　
渡
辺
佳
世
子

　
出
井
恵
理

　
種
ケ
島
典
子

　
宝
生
北
小
４
年
）

　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
（
南
犬
飼
中
３
年
）

（
町
）
入
選

　
　
　
（
壬
生
小
４
年
）

　
　
　
稲
葉
小
３
年
）

　
　
　
晏
塚
小
３
年
）

　
　
　
年
生
中
３
年
）

　
　
　
宝
生
中
３
年
）

　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

壬
生
小
２
年

板
橋
　
優
く
ん

回
・
．
ｍ
　
＝
ｌ
Ｅ
。
固

町
内
チ
ー
ム
が
晨
一
辰

　
万
一
の
火
災
に
際
し
て
の
、
消
火
器
の

取
り
扱
い
の
習
熟
を
図
る
第
2
2
回
石
橋

地
区
消
火
競
技
犬
会
が
1
0
月
２
日
、
壬

生
町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
は
、
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
３

チ
ー
ム
、
町
内
企
業
３
チ
ー
ー
ム
が
出
場

し
、
王
子
化
工
株
式
会
社
栃
本
工
場
が

２
位
、
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
Ｃ
チ
ー
ム

が
３
位
の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

大
会
結
果

優
　
勝
　
上
三
川
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
Ｂ

準
優
勝
　
王
子
化
工
㈱
栃
本
工
場

３
　
位
　
壬
生
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
Ｃ

競
技
の
よ
う
す

溥
恍
⑤
頌
図
づ
シ
ッ
ク
高
齢
岑

-

　
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の
「
第

７
回
ゆ
う
が
お
了
フ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
’
ｍ
み
ぶ
」
が
、
町
総
合
運
動
場
で
1
0
月

1
0
日
・
Ｈ
目
に
行
わ
れ
、
4
6
の
参
加
チ

ー
ム
が
「
ゆ
う
が
お
」
、
「
ひ
ば
り
」
の
両

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く

ま
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は

1
3
7
回
の
裏
、

1
8
5
対
ヅ
、

ひ
ば
り
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。

６



フ

（
宇
都
宮
動
物
園
に
て
）
　
保
育
剛
訓

カ
バ
さ
ん
と
い
っ
し
よ
に
ハ
イ
ポ
ー
ズ

駅東公園のすベリ台大好き

赤
白
が
ん
ば
り
ま
し
た

は
じ
ま
る
前
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

Ｎ０．５

.＿ノ

園児と先生・用務員・調理員の方々

　　　　　=====-一-㎞-･･皿･　　　　　　　==･=---==-･-=･----･･--･=--･-=----･･-････-･･････j■㎜㎜㎜－-----.---.-｀ゝ

こんにちは、とおりまち保育園です、　　　　　　　　｀|

　私たちの保育園は、雄琴神社に隣接し、神様に見守ら
れ毎日楽しく遊んでいます。また、近くの黒川の土手ダ

神社の境内を、第二の庭のように走り回り、四季折々のI

自然にふれることもできます。　　　　　　　　　　　　　　１

　その自然の中で子どもたちはのびのびと遊び、友達同、

士のかかわりを深めています。たくさん遊んだ後は、毎
日手づくりのおいしい給食をお腹いっぱい食べます。朝
一番に「今日のお給食はなあに？」「おかわりあるの？」
と楽しみにしています。
　そして、帰りのお迎えが来ると「まってて」「もうちょ
っと」と遊びに夢中。

　家庭的な雰囲気の中でいろいろな体験をし、心身共に
健康で明るい素直な子どもに育つように援助していきた
いと思います。
　　　　　　　　　　　　　とおりまち保育園職員一同

水遊び大～好き

ハイポーズ

青活動

アルバム

」



壬
生
町
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ
ー

優
勝
は
「
4
6
壬
生
」
チ
ー
ム

　
町
内
の
1
5
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
町
総

合
運
動
場
で
行
わ
れ
た
第
1
4
回
壬
生
町

ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
、
「
4
6
壬

優　勝　　46壬生

生
」
（
代
表
　
津
幡
和
宏
）
が
優
勝
、

延
べ
５
日
間
に
わ
た
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

を
制
し
ま
し
た
。

優
　
勝
　
　
4
6
壬
生
。

準
優
勝
　
　
レ
ヴ
ュ
ー
Ｆ
．
Ｃ

第
３
位
　
　
壬
生
Ｆ
Ｃ

レヴューF,C準優勝

第
2
8
回
町
民
歩
け
歩
け
大
会
　
　
育
の
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
1
5
0
名
の
参
加
者
は
、
早
朝
６
時

　
健
康
増
進
、
家
族
の
交
流
を
図
る
町

民
歩
け
歩
け
大
会
が
、
1
0
月
1
0
日
の
体

に
町
総
合
運
動
場
を
出
発
し
、
星
の
宮

カ
ン
ト
リ
ー
悦
楽
部
内
を
通
っ
て
運
動

場
仁
尻
る
コ
ー
ス
を
、
約
１
時
間
か
け

て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
最
高
齢
の
参
加
者
、

大
師
町
の
大
出
港
兵
衛
さ
ん
（
9
0
膜
）

を
は
じ
め
と
す
る
狸
或
以
上
の
お
年
寄

り
2
2
名
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一

一 － 一 一 ･ -

ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク

本
―
・
の
市
井
さ
ん
童
メ
ダ
ル

　
全
国
か
ら
約
４
。
２
０
０
名
の
選
手

団
が
参
加
し
た
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
茨
城

犬
会
（
第
７
回
全
国
知
的
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
大
会
）
の
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

競
技
で
、
栃
木
県
代
表
と
し
て
参
加
し

た
本
町
の
市
井
正
也
さ
ん
（
睦
作
業
所

所
属
）
が
全
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
フ
ラ
ブ
ノ
グ
デ
ィ
ス
ク
　
（
円
盤
）
　
の

飛
距
離
を
競
う
「
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」
と

的
に
投
げ
入
れ
、
正
確
さ
を
競
う
「
ア

キ
ュ
ラ
シ
ー
」
の
２
種
類
の
競
技
が
あ

り
、
市
井
さ
ん
は
こ
の
う
ち
の
「
ア
キ

ュ
ラ
シ
土
で
、
1
0
投
の
う
ち
７
技
を

優
勝
は
Ｐ
Ｒ
‐
Ｍ
Ｏ
（
プ
リ
モ
）
チ
ー
ム

町
長
杯
記
念
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

　
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

（
渡
辺
靖
雄
会
長
）
主
催
の
第
2
5
回
町

長
杯
記
念
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
、
９
月
1
3
日
（
日
）
町
総
合
運
動

場
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
石
橋
町
か
ら
Ｉ
チ
ー
ム
、
都
賀
町
か

ら
２
チ
ー
ム
を
招
待
し
、
町
内
か
ら
は

６
チ
ー
ム
が
参
加
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

優
　
勝
　
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
Ｏ
チ
ー
ム

準
優
勝
　
す
ば
る
チ
ー
ム

成
功
し
、
見
事
金
メ
ダ
ル
獲
得
と
な
り

ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
－
Ｍ
Ｏ
ラ
リ
モ
）
チ
ー
ム

-

さ
あ
ダ
ッ
シ
ュ
ー
・

老
人
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
楽
し
い
一
日
を

過
ご
そ
う
と
1
0
月
1
4
日
、
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
（
高
間
信
義
会
長
）
主
催
の

第
2
1
回
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
約
１
。

２
０
０
名
が
参
加
し
て
、
町
総
合
運
動

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
小
雨
の
ぱ
ら
つ
く
天
候
で

し
た
が
、
元
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
で
、

年
に
コ
茨
の
大
ィ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

８



世
界
人
権
宣
言
5
0
周
年
記
念

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会
を
問
き
ま
す

　
県
で
は
、
1
2
月
４
日
か
ら
1
0
日
ま
で
　
　
◆
講
演
会

の
「
人
権
週
間
」
を
「
同
和
対
策
推
進
　
　
・
演
題
「
人
権
っ
て
い
っ
た
い
な
ん
な

県
民
運
動
強
調
週
間
」
と
定
め
、
各
種

の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
の
行
事
の
一
環
と
し
て

ま
た
、
世
界
人
権
宣
言
5
0
周
年
を
記
念

し
て
、
人
権
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
入
場
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

日
　
時
　
ロ
ー
月
３
日
（
杢

　
　
　
　
1
2
詩
3
0
分
～
1
6
詩
0
0
分

会
　
場
　
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
　
容

二
争
表
彰
式

・
同
和
対
策
推
進
県
民
運
動
「
啓
発
ポ

　
ス
タ
ー
」
受
賞
者

・
同
和
対
策
推
進
県
民
運
動
「
人
権
に

　
関
す
る
作
文
」
受
賞
者

二
今
世
界
人
権
宣
言
5
0
周
年
記
念
式

二
摯
発
表
会

・
　
「
人
権
に
間
す
る
作
文
」
最
優
秀

　
言
堂
貧
者
朗
読
発
表

今
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・
マ
リ
ン
バ
カ
ル
テ
ッ
ト
　
回
Ｉ
ズ
“

　
に
よ
る
演
奏

ん
だ
」

　
～
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
の
活
動
か
ら
～

・
講
師
　
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
　
　
一

　
ナ
ン
ョ
ナ
ル
　
日
本
支
部
長

　
　
　
イ
ー
デ
ス
・
ハ
ン
ソ
ン
　
さ
ん

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
を
し
ま
す

問
合
せ
先

　
栃
木
県
生
活
環
境
部
同
和
対
策
課

　
　
　
�
０
２
８
１
ｒ
ｎ
）
２
３
－
３
０
２
以
）

裏
返
真
妄
天
梨

　９月1川～10

月1旧まで開催

された鉄道模型

展のアンケート

抽選会が10月28

目、おもちゃ博

物館で行われま

した。

　期間中は、県

犬
乗
換
叢
委
並

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
開
す
る

問
題
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
は
、
渡
辺
氏
の
ほ
か
、
５
名

の
方
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手
続

き
は
い
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
の
内
容

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

相
談
く
だ
さ
い
。

氏　名 住　　所 竃話術号

中嶋文一郎 下稲葉871番地 82-5808

大森　忠 通町3番12号 82-2033

高橋　弘行 中央町10番27号 82-4614

碓氷　侑男 上田1424番地 86-0003

石崎典子 壬生丁112番地1 82-2475

渡辺　光喜 大師町11番17号 82-0811

内外から１０、７８９人が博物館を訪れ、このうち鉄道好き

の親子など２、７４２人から応募がありました。

　抽選の結果、駅東町の半田忠之さんをけじめ14人の方々が

当選し、当選者に賞品の機関車セット等（㈱トミー提供）が

贈られました。

　
　
　
　
　
　
　
う

渡
辺
文
雄
県
知
事
右
と

　
　
　
　
、
‐
ｙ
　
　
ぐ

清
水
町
長
左

　
　
　
　
ぐ

日
光
杉
並
本
オ
ー
ナ
ー
証
書

　
県
庁
で
交
付
式
行
わ
れ
る

　
1
0
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
「
日
光
杉

並
木
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
に
よ
り
町
が
購

入
し
た
、
杉
の
本
の
オ
ー
ナ
ー
証
書
の

交
付
式
が
1
0
月
2
0
日
、
栃
木
県
庁
の
知

事
応
接
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
に
、
こ
の
制
度
に
よ
り

2
0
0
本
以
上
の
杉
が
県
内
の
市
町
村
や
事

業
所
等
に
購
入
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
保

護
基
金
の
運
用
益
は
、
弱
っ
た
杉
の
樹

勢
回
復
作
業
等
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
壬
生
町
の
「
杉
並
木
オ
ー
ナ
ー
証
書
」

は
、
町
役
場
住
民
課
ロ
ビ
ー
に
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

９



町職員給与等に ついて
　壬生町の職員の給与は、その職務と責任に応じて、国や他の地方公共団体や、民間企業の給与などの実情を

考慮しレ議会の議決を経て条例で定められていますが、ぞのあらましについてお知らせしまずj十‥‥‥‥　‥‥‥

(Ｄ人件費の状況(平成9年度普通会計決算見込み)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾛｺ歳出額(ハ)

(％)

目三回人件費(B)

　人件費率(B/A)

11,402,255千円

2,236,025千円

19.6％

壬生町の人目
　田0.3.31

実質収支
平成８年度

　人件費

39,77O人 304,950千円 21.7％

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等が含まれています。

（2）職員給与費の状況（平成10年度普通会計予算．一般行政職）

　瀕蔚然匹、　　臣回目給料ぶい7EF

（3）職員の平均給料月額と平均年齢

1,068,730千円

　142,259千円

　509,840千円

I,720,829千円

(平成10年4月１日現在)

区　　分 平　均　給　料　月　額 平均年齢

　３９．５歳
言鉛鏑廊

呂控翌夕

｀回｀゛l沼″回心｀｀゛｀｀l｀｀^頂町
３２８，４００円

j技能労務朧l ２４５，０００円 ４８．９歳

（4）一般行政職の級別職員数

（注）Ｉ　職員手当には退職手当を

　　　　含みません。

　　２　給与費は、当初予算計上

　　　　額です。

（注）Ｉ　一般行政戦とは、事務職員と

　　　　技術職員等です。

　　２　技能労務職員とは、自動車運転手

　　　　用務員及び調理員等です。

(平成10年4月1目現在)

区　　分 回診級- ２回級｡ﾚ ］３回］肢土 ≒4示牡級n。 ５二級 lj6三級］ レア｡,1級ﾚ。
｡｡

6

,;J

軟

､luuu､lu%%%.;.｀l､､｀l､匹i

]□計言

ぶ゛闇回忌凹即印

標準的な
職務内容 主　事 主　事 主　任 主　査

係　長

主席主査

主　幹

課長補佐

課　　長

事務局長
部　長
参　事∧

職員数 ２人 ２６人 ３８人 １５人 ５９人 ２６人 ３１人 １８人 ２１５人

構成比 ０,９％ １２．１％ １7.７％ ７．０％ 27.4％ １２．１％ 14.4％ ８．４％ １００％

（5）職員の初任給

(平成10年4月１日現在)

区　　　　　分 支　　　給　　　額

一般行政職

黄菅前

に
ｚ回口口

...1………三じ,.J]……1゛lll
１７３，０００円

高校卒 １４５，３００円

技能労務職 中学卒 １２２，１００円

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額

（注）一般行政戦には行政戦給料表

　　　が、技能労務戦には技能労務

　　　戦給料表が適用され、異なっ

　　　た給与体系になっています。

(平成10年4月１日現在)

区　　　　　分
]前前自前1釦釘

､､､,li?.ﾖ…………(……5に,｀,ぷL屁},}凹面詣

謳瀬雍蜃指示］

ぶ惣箔ぶﾐ､､ﾐﾐﾐﾐ呉Ξ惣箔.､､箔gぶ.ﾐlﾐﾐﾐﾐﾐmg箔惣.沢aﾐﾐﾐ匹丿回ご､閣ぽ即当路莞削

回胎　呂匹胆回籤榴昌一謁皿爆熊棄賠剽胆1

一般行政職
大学卒 ２８２，０００円 ３３４，２００円 ３８９，８００円

高校卒 ２３２，１００円 ２９８，５００円 ３４仁９００円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。
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（7）扶養・住居・通勤手当

(平成10年4月1目現在)

区　　　　　分 支　　給　　額

扶養手当

　(月額)

配　偶　者 １６，０００円
子弟2台子ま

.

で⑤

　　♂　％%%%%%%♂♂♂♂♂♂♂♂♂%%%%%♂-%%%%%%%

５，５００円
゛そ回の回……| 也二ｰ ２，０００円
16歳から22歳の子1人につき4,000円加算

住居手当

　(月額)

借　　　家 ２７，０００円以内

持　　　家 ２，５００円

通勤手当

　(月額)

交通機 男回 運賃相当額

,奏巌匿撮 ２，０００円から
] 嶺 皺 皺 凱

゛ 回 回 ､ ､ ､ ､ . , ぶ … … ; ; ご . g ; . . 9 . g ; 一 ､ ﾐ ﾐ ､ ﾐ ､ ｀ ･ . ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 〃 s . μ s
５０，０００円

（10）期末・勤勉手当

(賞与)

平成9年度
支給割合

斯　末 勤　勉

６　月　期 1.6月分 0.6月分

12　月　期 1.9月分 0.6月分

３　月　期 0.55月分 一

計 4.05月分 1.2月分

（注）１ 職制上の段階、職務の級等による

加算措置有り

２　支給割合は国と同じです。

（12）特別職の報酬等

(平成9年度)
（8）昇給期間の短縮状況

区　　分 職員数(Å) 昇給期間短縮音数(B) ｜比寮(B/A
）

一般行政職 ２１６人 １９人 ８．８％

技能労務職 ５８人 口入 ２０．７％

合　　計 ２７４人 ３１人 １１ ．３％

（9）特殊勤務・時間外勤務手当

田）退職手当
(平成10年4月1目現在)

区　　　　分 自己都合 定　　年

支 勤宍続2,0(年｡． ２１．０月分 28.875月分

詣

% % % ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ % % % 　 ♂ ♂ 〃 % 　 　 　 ％

] 勤 簸 蕗 犀

｀ ｀ l ゛ ゛ z ゛ z 訟 ｀ a ｀ ゛ ″ り り ゛ ″ 骸 ' ﾐ 届 悪 印 . . . . ､ 闇
33.75月分

　47.5月分

44.55月分
凹 ﾐ ゛ 凹 面 H 　 匹 ･ 研 知 ､ 心 = ぷ % ゛ % ゛ ゛ ゛ ｀ ｀ ｀ ｀

瀋 続 惑 星

｀ ｀ ｀ l ｀ ｀ ｀ ｀ ゛ ″ ″ 7 ｀ ｀ ｀ ｀ ｀ ｀ ｀ ｀ ｀ ; ' 沁 ･ ･ ･ ･ 心 ･ , , ; ぷ ぶ ご ､ ､ ､ a ､ .
62.7月分

率 宍最ご高齢撹白 60.0月分 62.7月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特別措置
　　（２％～２０％加算）

（注）支給割合は国と同じです。

(平成10年10月１目現在)

区　　分 言海士面レ
見直公言

｡……こ1-ﾐｰう役J。,（

……|1111JJ液丿漁i門

　､ll｀　、､l､｀､｀゛;″゛･゛Ci i
回議俑万

　 ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ 心 % % % % % % 四 ♂ ♂ ♂ 占 % % % % 四 ♂ ♂ ♂ ♂ ♂
回 涵 誠

､ ﾐ 屈 巨 石 亜 目 匹 ﾐ ﾐ に . 回 a に ､ , ;

鎧宍 京畿涌
報酬等月額 850,000円 700,000円 665,000円 400,000円 335,000円 300,000円

期末手当 平成9年度支給割合5.2月分 平成9年度支給割合4.0月分

町職員定員管理等について
（1）部門別職員数の状況（各年4月１目現在） （2）平成10年の職員数の増減状況

区　　分 職　員　数 対前年比増減数
部　　門 渾成8年 半歳9年 平成狛年 岸成8年 平成9年 平成10年

一

般

行

政

部

門

議　　会

総務企画

悦　務

民　生

丿衛□白生．

昔大目僻゛
言言贈呂

爆讐擦懸

台商子⑩

土図本凹

　3

52

15

60

27

　2

14

　6

39

　3

54

15

59

24

　2

14

　6

37

　3

55

15

60

24

　2

14

　6

36

－
△１
－

　３
　１
　－
　－

△１
　４

－
　2

－
△1
△3
－
一
一
△2

－
　１

－
　１

一
一
一
一
△１

U冷……11計 218 214 215 ６ △4 １

特政
別邸
行門

教　　育

自警　　察

66

－

64

－

64

－

△1

－

△2

－

一

-

プ x、計 66 64 64 △I △2 -

普通会計冊 284 278 279 ５ △6 １

公会

営計
企部
業門

等

昌j

W殼

－
11
12

　9

－
11
11

　9

－

11
10

　8

一

一
一

一

一
一
△1
－

一

一
△1
△1

゛小白示計 32 31 29 - △1 △2

合　　　計 316 309 308 ５ △ｱ △1

（注）職員数は一般職に属する職員数で、休職者及び派遣職員など

　　　を含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

部　　門

　 　 % % % - ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ % %

弟 員 数

♂ ♂ ♂ ♂ り

､ ､ ､ l % % ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂ ♂

殲 衰 蒼

　 　 % - ? ♂ ♂ ♂ ♂
肩 言賜回言言言回囲七言||||lml公平|

言］寺言ﾀﾞ］勇士興Ha劈宍弗言

一

般

行

政

部

門

議　会

総務企画

税　務

民　巫

脂士回生

凪‥..鎔銑

偕　灘

蔑称水窪

商　エ

土　木

２

２

４

１

１

５

　１

　１

△１

町民生活係設置等及び事務の統廃合縮小

保育園保母欠員補充等及び事務の統廃合縮小

副ﾋﾌｪｱ賤闘餌増毅び分掌事務の顛し等

特政
別邸

行門

教　育

漕　察

１ １ 教育長欠員補充及び調理員欠員不補充

公会
営計
企部

業門

肩‥院’

水　道

下水道

その他

１

１

△1

△1

事務の民間委託等

保健課国民健康保険係欠員不補充

１１

心 ＿ ／
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六
美
会
館
こ
ハ
美
町
公
民
館
）
　
で

1
0
月
１
１
日
、
７
５
歳
以
上
の
お
年
寄
り

を
招
待
し
て
、
敬
老
の
集
い
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
招
待
さ
れ
た
４
０
名
の
お
年

寄
り
は
、
舞
台
で
行
わ
れ
た
民
謡
や

三
味
線
の
演
奏
、
落
語
な
ど
の
催
し

物
を
鑑
賞
し
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
壬
生
小
学
校
（
大
出
常
三
郎

校
長
）
６
年
１
組
の
児
童
が
、

テ
レ
ビ
朝
日
『
3
0
人
３
１
脚
全
国

大
会
狗
』
の
関
東
地
区
予
選
に

出
場
し
、
参
加
3
8
チ
ー
ム
中
２

位
の
好
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
同
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
予
選
１
位

の
チ
ー
ム
が
あ
っ
た
た
め
、
残

念
な
が
ら
決
勝
進
出
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
記
念
に
壬
生

駅
の
地
下
歩
道
側
壁
に
、
全
員

で
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
、
近
く
に
来
た

と
き
に
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て

見
て
く
だ
さ
い
。

　
町
総
合
安
全
会
、
町
防
犯
組
合
連
絡

協
議
会
、
栃
木
警
察
署
、
町
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
協
会
共
催
に
よ
る
第
５
回
地
域
安

全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
1
0
月
2
3

日
、
町
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
お
年
寄
り
に
防
犯
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
ゲ
ー
ム
の
合
間
に
、
栃
木
警

察
署
の
片
山
生
活
安
全
課
長
か
ら
催
眠

商
法
や
交
通
安
全
の
心
構
え
な
ど
に
つ

い
て
講
話
が
あ
り
、
お
年
寄
り
た
ち
は
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が
ら
、
防

呑龍朝市大勢の人で宍賑ﾉわう……

ニ　　　尚暖簾の町並みも完成
「この町の　この商店会の　この

店を知ってもらおう」を合言葉に

１０月２５日、興光寺参道を会場

に神通町商店会贈向野保会長）

主催の呑龍朝市が聞かれました。

　今回で２回目となるこの催しに

は、隣接の栄町商店今にも呼びか

け、前回より多い20店が参加、野

菜や花、肉、魚の他日用品等が所狭し

と並べられ、朝から大勢の客が訪れ、

賑わっていました。

　また、商店街のイメージアップ

を図るため、蘭学通りの商店今で

は、統一の暖簾を作成しようと計

画を道めてきましたが、この程完

成レこの口を暖簾完成の日とし

それぞれのお店に暖簾が掛けられまし

た。

犯
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優
　
勝
　
泉
下
台

準
優
勝
　
あ
け
ぼ
の

３
　
位
　
金
剛
地
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県北大雨災害義援金にご協力いただき、誠にありがとうございました。集まった義援金は、

本赤十字社栃木県支部へ送金しました。

受付件数 １３２件

総　　　額　２８５万４干９４１円

内　　訳（受付順）

大橋　ルミ子様　　　　　１千円

壬生町商工令姉入部様　２万円

石埼

玉田

山井

笹崎

塚田

宮田

東下台

安塚三白治会様
幸町三丁目高齢部様

六美会様
竹内　町子様

嵯峨山　きみ様

健康教室友の会様８千１
和田　張美様

ハ嶋　清　様

北原　信之助様
柏崎　留吉祥

下横町自治今様
石川　ミツ祥

㈱壬生自動車学紋様
佐藤工業㈱様

鈴木　一市朗様

川場　良性様
中川　安雄様

３万

１万

５万

５千

１万

〇５

５万

１万

２万

林　弘様

赤羽根隆夫

円

円

円

円

円

円
円
‥
円

円

　　３万円

２万４千円

　　１千円

　　１万円

　３０万円
円
円
円

万
千
千

¥
N
L
Q

中吉野自治会様①　　１万５千円

星の宮カントリー倶楽部従業員一同様

　　　　　　　　　　　５万５千円

染谷　文行様

福田　吉子様

とおりまち保育園保育会様

壬生町建設業協同組合様

匿名

潮田

半田

荒井

悦穂様
光雄様

斗美男様
野口　恵三様

藤田　佳子株

天野　和祐様

中表町自治会様②

今井自治会株

１

３千円

２千円

１万円

Ｏ万円

５千円

１千円

１千円

１千円

　　　　　１千円

　　　　　２万円

　　　　　１千円

１万１千８００円

　　　　　　　　１万２千６００円

佐藤工業㈱土木部一同様

　　　　　　　　１万５千１ ８ ４円

壬

㈱

13

生

篠

経

原

友

商

会

店

様

様

３０万

１０万

円
円

　
院
男
夫
恵
男

容
骨
和
俊
初
幸

　
整
根

暗
野
羽
本
垣
藤

山
飯
赤
橋
犬
伊

清水

様
様
様
様
様
様
様
様

ありんこ保育園職員一同様

壬生町消防団株

野口　貢様

小野崎正雄様

早乙女成生様

旱乙女和弘株

田村　清一株

下表町自治会株

馬場自治会様４万

馬場自治会様

上表町自治会様

近藤きみ子様

本田　絹子株

壬生町消費老友の会様

鮎田　敏彦様

根本工業　様
西高野自治会様

米田久三郎様

荒川　武　様
桧山　聖　様

樋口　洋子根

７

１

５千

７５

５千

円

円

円

円
円

千
千

［
’
Ｄ
Ｉ

２千円

１千円

２千円

１万円

１万円

Ｏ万円

　　　１万円

　　　５千円

　　　３万円
　　　１万円
　　　５千円

　５万２千円

１千７００円
　１万２千円

６万３５０円

　　　１千円
　　　１千円

６万３１

　　　２

　　　１

１万４０

　　　１

５

千

円

円

円
円
円

万
〇
千

５千

１千

５干

円

円

円

福田　キヨ様　　　　　　５千円

役湯来庁若様（募金箱）

　　　　　　　１万５千２３８円

役湯来庁若様（募金箱）

　　　　　　　　　１千５００円

役場本庁職員（募金箱）

　　　　　　　２万８千６ １ ０円

城南育成会様（３５世帯）

　　　　　　　１万７千５００円

西高野育成会様　　　　　３千円

万年青会　様　　　　　　５千円

㈲橋本モータース様　　２万円

市川　太一様　　　　　　１万円

豊栖院住職　飯塚豊童様５千円

車塚育成会様　　９千５００円

㈱県南環境様　　　　　　１万円

壬生町社会福祉協議会・壬生町シルバ

ー人材センター職員互肋会一同様

　　　　　　　１万１千８ １ ２円

出雲　和彦様　　　　　　２千円

上田自治会様３万９千７００円

lj･1=万回i.j･佐野美

　北小林自治

　井滞　清

大塚四四三

全額日

円
円
円
円
‥

千
八
に
に

Λ様子
様

恵
会
様
様

大久保工務店（大久保俊男）様

　　　　　　　　　　　　　１千円

卓町一丁目自治会孫　７万７千２５０円

福昌三四郎様　　　　　　３千円

伊藤　鉄也様　　　　　　５千円

壬生町おもちや博物館来館者様（募金箱）

　　　　　　　　　７千６００円

落合自治会様　３万５千９５０円

前宿交通安全母の会様

　　　　　　　　　６千２５０円

㈱都庵様　　　　　　　　３万円

壬生町婦人会壬生町交通安全母

の令孫　　　１２万１千５５５円

役場来庁若様（募金箱）

　　　　　　　　　３千２８２円

保健福祉センター来所若様（募金箱）

　　　　　　　　　６千８６２円

助谷子供会様１万７千１ ０ ０円

南大飼出張所来所者様（募金箱）

　　　　　　　　　１万２千２７５円

［］の出育成会様（３７世帯）

　　　　　　　　　１万８千５００円

山□　初代様　　　　　　５千円

若草町育成会様　　　　　３千円

市村　登貴様　　　　　　５千円

下條　宵　様　　　　　　１千円

城内育成今様　　５千５００円

安塚南部育成会様　２ﾉｺﾞ６千２４円

幸町一丁目育成今様

　　　　　　　　　１万２千９８５円

幸町二丁目育成会様　　３千円

幸町三丁目育成会様　　３千円

壬生町　　　　　　　　　１０万円

壬生町議会　　　　　　　５万円

壬生町自治会連合会様　３万円

壬生町役場部課長会２万５千円

壬生町役場職員互助会２万５千円

昭和育成会（安塚）様　６千円

匿名　　　　　　　２千２９５円

下台団地育成会様２千６００円

平良木俊朗様　　　　　　１万円

下馬木育成会様　　　　　１万円

上新町子供育成会様　　　１万円

若草町育成今様　　　　５千５００円

（有）野州塗装工業様　　　　　５万円

睦地区コミュニティ「遊学塾」様　　１万円

おもちや団地協同組合様　　１０万円

六美町北部自治会様　２万８干７３８円



い広
　
　
「
湯
西
川
な
ど
の
温
泉
へ
湯
治
に
出

か
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
」

と
い
う
浅
井
安
義
さ
ん
・
カ
ネ
さ
ん
夫

妻
。

　
大
正
1
0
年
に
生
ま
れ
た
安
義
さ
ん

は
、
稲
葉
尋
常
高
等
小
学
校
か
ら
青
年

密達者　　ソ

カッフル⑩

稲葉下馬木
　浅井　安義さん(ワワ)

　　　　　カネさん(76)

安塚小学校１年

　　出井　辰哉

lj
,jlll

(lj

夫妻

臣
服
に
汗
ご
し
凹
街
々

奈
緒

　
－
―

青
春
ス
ケ
ョ

チ
願

さまざまな資格に挑戦

　安塚南部　梅本　由香さん

　「休みの［］は、毎週のように図書館通いをしてい

ます｡」という読書好きの由香さんは今、短編小説に

凝っています。

　秘書検定３級、簿記１撒の資格を持っていて、今

度は「仕事の関係で、設計士の資格を取得したい。

それから、電卓の検定「本当にあるのだそうで判

を受けてみたい｡」と、さまざまな資格に挑戦してい

ます。

安塚小学校６年

　　河野濃　奈緒

脆
◎
⑩
忌

14
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受
賞
し
た
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙

学
校
へ
進
み
、
そ
の
後
、
横
須
賀
第
二

海
兵
団
に
入
団
し
ま
し
た
。

　
犬
正
Ｈ
年
生
ま
れ
の
カ
ネ
さ
ん
は
、

雀
宮
村
（
現
在
の
宇
都
宮
市
の
尋
常

高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
実
家
の

農
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
1
9
年
に
お
二
入
は
結
婚
し
、
そ

の
後
、
安
義
さ
ん
は
南
方
戦
線
に
向
か

い
ま
し
た
。

　
サ
イ
パ
ン
の
近
く
の
テ
ニ
ア
ン
高
で

交
戦
中
、
安
義
さ
ん
は
五
月
に
銃
弾
を

受
け
、
捕
虜
と
な
り
ま
し
た
。
帰
国
し

た
の
は
昭
相
2
0
年
の
1
2
月
の
事
で
し
た

が
、
そ
の
前
に
実
家
に
は
戦
死
の
公
報

が
届
い
た
の
で
、
安
義
さ
ん
が
戻
っ
た

と
き
に
は
皆
喜
び
、
驚
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
戦
後
は
、
ボ
イ
ラ
ー
技
師
と
し
て
勤

め
た
安
義
さ
ん
は
現
在
、
カ
ネ
さ
ん
と

二
人
で
、
週
３
回
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の

練
習
や
草
花
の
手
入
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
の
趣
味
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

害
防
止
図
案
コ
ン
ク
ー
ル

ゝ

真
史
く
ん
関
東
最
高

　
関
東
電
波
障
害
防
止
協
議
会
が
、
1
0

月
の
「
電
波
ク
リ
ー
ン
月
間
」
に
行
な

っ
て
い
る
「
電
波
障
害
防
止
図
案
コ
ン

　匹罰則回　｀゛゛゛

　(

　ﾜｧ

ﾀ
･

　小野真史くん

｀●炉

心

ク
ー
ル
」
で
、
関
東
地
区
の
・
‐
‐
ち
２
４

４
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
小
野
真

史
く
ん
（
壬
生
中
学
校
３
年
）
の
作
品

が
、
最
高
賞
の
日
本
民
間
放
送
連
盟
会

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
作
の
図
案
は
、
安
藤
広
重
の

「
東
海
道
五
十
三
次
」
に
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
乱
れ
た
画
像
に
入
る
す
じ
を
雨
に

見
立
て
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

チピッ子アルバム

千紘ちゃん（出哨）美幸ちゃん（3歳）晃也ちゃん（3歳）

諾　草）
　　（父）宇賀神紀雄さん

　　（母）々　　久江さん

ご両親から一言

倖町四丁出
犬石見久さん

ク　美雪さん

(父)

(母)

素直でやさしい子になってね
！
－
・

お母さんから一言
　たくましく何でもチャレンジ！ねっ

15
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受
給
要
件

　
次
の
要
件
、
す
べ
て
に
該
当
し
た
方

　
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

①
第
３
子
以
上
の
出
産
の
日
前
に
、
本

　
町
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有

　
し
て
い
る
方

②
現
に
２
人
以
上
の
児
童
を
養
育
し
て

　
い
る
こ
と
。
ま
た
は
、
２
人
以
上
の

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
事
実
状
態
に

　
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

③
第
３
子
以
上
を
出
産
し
、
か
つ
３
か

　
月
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

支
援
金
額

　
　
１
人
に
つ
き
１
０
０
。
０
０
０
円

申
請
方
法

　
該
当
す
る
方
は
、
出
産
の
日
か
ら
３

か
月
経
過
後
に
町
民
生
部
福
祉
課
又
は

稲
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　
す
こ
や
か
ベ
ビ
ー
・
ご
家
族
紹
介

こ
の
制
度
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
平
成
９

年
度
は
2
4
件
、
今
年
度
は
今
ま
で
に

1
5
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し

た
７
９
こ
や
か
ベ
ビ
ー
・
ご
家
族
に
“

登
場
願
い
ま
し
た
。

高山さん親子(国谷)

大橋さんご家族（福和田）山口さん親子(羽生田)風間さんご家族（至宝町）上野さん親子（安塚）宮里さんご姉妹（安塚）

　
悪
質
商
法
の
業
者
は
、
あ
の
手
こ
の

手
を
便
っ
て
消
費
者
に
物
を
売
り
つ
け

ま
す
。
次
の
よ
う
な
販
売
形
態
が
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

１
．
電
話
勧
誘
販
売

　
事
業
者
が
電
話
で
勧
誘
を
行
う
こ
と

に
よ
り
商
品
を
販
売
す
る
。
契
約
決
定

意
思
不
安
定
の
ま
ま
、
購
入
を
迫
ら
れ

る
可
能
性
が
高
い
。

２
．
マ
ル
チ
（
ま
が
い
）
商
法

　
　
「
も
う
か
る
」
と
言
っ
て
商
品
を
買

わ
せ
た
り
、
入
会
金
で
会
員
に
し
て
、

同
じ
方
法
で
友
人
、
知
人
を
加
入
さ
せ

て
い
く
販
売
法
。
実
質
は
マ
ル
チ
だ
が
、

法
律
に
触
れ
な
い
よ
う
に
装
っ
て
行
う

の
が
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
。

３
．
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス

　
　
「
抽
選
に
当
た
り
ま
し
た
」
「
ア
ン

ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ
い
」
と
言
っ

て
目
的
や
内
容
を
告
げ
ず
、
電
話
な
ど

で
営
業
所
や
喫
茶
店
へ
呼
び
出
し
、
英

会
話
教
材
、
貴
金
属
、
会
員
権
な
ど
を

売
り
つ
け
る
販
売
法
。

４
．
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
（
送
り
つ
け
商
法
）

　
郵
便
小
包
で
勝
手
に
商
品
を
送
り
つ

け
、
代
金
を
請
求
す
る
販
売
法
。
（
家

　
　
　
）

壬
生
町

　
　
消
費
者
友
の
会／

族
の
誰
か
が
注
文
し
た
の
か
も
知
れ
な

い
」
な
ど
と
、
そ
の
場
で
代
金
を
支
払

わ
ず
に
、
き
ち
ん
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

５
．
Ｓ
Ｆ
（
催
眠
）
商
法

　
会
場
で
、
石
け
ん
や
カ
ゴ
な
ど
の
日

用
品
を
タ
ダ
で
配
り
、
場
内
を
一
種
の

興
奮
状
態
に
し
た
後
に
「
高
級
羽
毛
ふ

と
ん
を
格
安
で
欲
し
い
人
は
手
を
あ
げ

圧
な
ど
と
言
い
、
そ
の
場
の
雰
囲
気

を
利
用
し
て
高
価
な
商
品
を
売
り
つ
け

る
商
法
。

　
強
引
な
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
に
は
、
必
要
の
な
い
も
の
は
キ

ッ
パ
リ
と
断
る
こ
と
で
す
。
お
か
し
い

と
思
っ
た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
�
０
２
８
－
６
６
５
１
７
７
３
３
㈹
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吻:;自

　２１世紀を担う子どもの健やかな成長を願いまた、少子化時代に子どもを安心して生み育て

ることができるよう、町では子育てを行う両親への支援策として、第３子以上の児童を養育し

ている方に「すこやか子育て支援金」を交付しています。
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公園の保全･美化に功績
緑町二丁目澗.治会に知事から感謝状

ご

　
1
0
月
2
0
日
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
サ
ブ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
「
第
1
6
回
栃
木
県
花
と
緑
と
公
園
の
つ
ど
い
」

で
、
緑
町
二
丁
目
自
治
会
（
矢
嶋
弥
自
治
会
長
）
に
、

県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
都
市
緑
化
月
間
（
1
0
月
１
日
～
３
１
日
）
　
の

行
事
の
Ｉ
つ
と
し
て
、
都
市
公
園
に
親
し
み
、
緑
化
意

識
の
普
及
、
啓
発
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
「
き
ん
ぎ
ょ
の
公
園
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
第
一
児
童
公
園
で
、
「
自
分
た
ち
の
公

園
は
自
分
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
住
民
参
加
に
よ
り
清
掃
等
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
や
遊
具
の
塗
装
、
砂
の
入
替
え
を

実
施
す
る
な
ど
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

-

吃
て
５
ぺ
・
・
ｌ
4
a
4
￥
3
M
¥
t
l
鰯
ｙ

写
真
は
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

鼎麗試聴吟卯予々ぺ1診

　星の宮カントリー倶楽部で10月1奸に開場

30周年を記念して行なわれた「社会福祉チャ

リティーゴルフ」の益金の一部が、町社会福

祉協議会に寄付されました。

　年齢・性別を問わず、簡単に楽しく遊べる

さまざまなニュースポーツを体験できる、第

８回町レクリエーション大会が10月25日、町

総合運動場で行われました。

　　「スポーツチャンバラ」や「ストラックア

ウト」など話題の種目も登場レ行列ができ

るほどの人気を博していました。

福
田
星
の
宮
会
会
長
か
ら
毛
塚

収
入
役
に
手
渡
さ
れ
る

首府
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
　
文
化
賞
入
賞
作

短
　
　
歌

朝
茶
汲
み
今
日
の
仕
事
の
段
取
り
を

無
理
な
く
た
て
て
地
下
足
袋
を
は
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井
香

押
し
ボ
タ
ン
押
し
て
少
女
が
渡
れ
る

に
す
か
さ
ず
我
も
後
に
っ
づ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
茂
弥

運
動
会
の
招
待
状
が
届
き
た
り
老
い

た
と
は
ま
だ
思
わ
ぬ
我
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
良
次

今
日
明
日
は
家
族
も
家
事
も
み
な
忘

れ
平
家
の
里
へ
行
く
バ
ス
に
乗
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
ハ
ナ

俳
　
　
句

愚
痴
捨
て
に
来
て
愚
痴
貰
う
秋
の
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
克
明

思
う
こ
と
甘
菜
に
な
ら
ず
桐
一
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子

菜
園
と
庭
を
区
切
り
で
韮
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
茂
弥

肌
寒
と
言
わ
ず
に
猫
の
膝
に
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
井
秋
汀

17
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9月9日～11月5日(58日間)会期:平成12年(2000年)

　
｀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
・

『
Ｖ
丹
ご
Ｉ
岑
ト
キ
ヤ
う
汐
々
で
１

愛
称
ぞ
が
ぞ
が
』
｝
に
決
ま
る

　
平
成
1
2
年
秋
に
、
壬
生
町
と
宇
都
宮

市
を
会
場
に
開
催
す
る
「
第
1
7
回
全
国

都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
」
（
マ
ロ
ニ

｜

｜

｜

ぱなぱなです。よろしく！

エ
と
ち
ぎ
緑
花
祭
２
０
０
０
）
の
、
く

さ
か
ん
む
り
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
が
、

「
ぱ
な
ぱ
な
」
　
に
決
ま
り
ま
し
た
。

全
国
か
ら
７
、
８
１
２
点
の
応
募
が

あ
り
、
審
査
の
結
果
、
東
京
都
の
コ
ピ

土
フ
イ
タ
ー
金
子
廣
志
さ
ん
の
「
ぱ
な

ぱ
な
」
が
最
後
方
言
に
選
ば
れ
た
も
の

で
す
。

　
　
「
は
な
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
親
し
み

や
す
さ
と
可
愛
ら
し
さ
を
表
現
し
て

お
り
、
今
後
は
、
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
の
広

報
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
！

県
壬
生
総
合
公
園
皿
の
名
称
は

『
　
　
・
　
　
’
・

　
お
も
ち
や
博
物
館
や
周
辺
の
自
然
環

境
を
活
か
し
「
子
供
を
テ
ー
マ
と
し
た

公
園
」
と
し
て
、
県
が
現
在
整
備
を
進

め
て
い
る
栃
木
県
壬
生
総
合
公
園
の
名

称
が
、
こ
の
ほ
ど
「
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く

公
園
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
1
2
年
開
催
の
「
第
1
7
回
全
国
都

市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
」
の
会
場
に
も

な
る
こ
の
公
園
は
、
広
く
県
民
に
親
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ま
れ
、
愛
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
名
称

の
募
集
を
し
て
い
た
も
の
で
、
２
、
２

９
１
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
宇
都
宮
市
の
松
島
美

枝
子
さ
ん
の
「
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く
公
園
」

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
も
の
で
、
今

後
は
、
こ
の
名
称
が
正
式
な
公
園
の
名

称
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

i
s
4

X
。

4
;
’
s

壬生町婦人会様⑨　　　　　金５千円

日本赤十字社壬生町分区奉仕団様④　　金6千365円

壬生町シルバー人材センター刃物研ぎ一同様肛

　　　　　　　　　　　　　金2千円

卸回全回訓睨とちぎﾌｪｱ壬生町実賤馳様①Ｊ

　　　　　　　　　　　　　金5万14円

（株）ニコスフーズ様⑥　　金１万円

一

緑
化
フ
ェ
ア
ポ
ス
タ
ー

整
備
中
の
「
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く
公
園
」

（
お
も
ち
や
博
物
館
３
階
よ
り
の
ぞ
む
）

心゛

六実会様①　　　　　　金２万５千円

壬生町消費老友の会様⑩　金５千円

(有)渡辺寝装様②　　　　金３千円

ふれあいカラオケ教室様　　　　金2万565円

づ株)束武ｽﾎﾟｰﾂ星の官ｶﾝﾄﾘｰ倶楽部様①

づ株)東武ｽﾎﾟづ星の官金取引先一同様①

･社会福祉ﾁｬﾘﾃｨｰｺﾞﾙﾌ参加者一同様①

　　　　　　　　　　　　　　　金30万円

ボランティアグループ虻の会様⑧　　　金1万円

ゆうがお会様②　　　　金５千110円

壬生町民生委員協議会様⑤　　　　企5万4千800円

(株)県南環境様⑩　　　　金１万円

ひまわり会様⑧　　　　　　金３千円

納大納　●●●●
付変期　国国都国
士川

犬納12分税期期

　なりに－－－早恐25　　6
詐言　鴛

12
月
の
納
税
等

まちのうごき

　　　11月1日現在

40,040人（△9）

19,770人（　8）

20,270人（△17）

12,822世帯（　８）

（　）内は前月比

給人□

　男

　女

世帯数

18
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